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「
不
正
受
給
」わ
ず
か
０
・
38
％

実
態
と
異
な
る
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ

　

消
費
税
を
引
き
上
げ
、
社

会
保
障
を
抑
制
す
る
「
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
関

連
法
案
が
６
月
26
日
、
民
・

自
・
公
の
密
室
の
「
談
合
」

で
十
分
な
論
議
も
な
く
、
採

決
が
強
行
さ
れ
た
。

　

消
費
税
率
を
10
％
に
引
き

上
げ
る
増
税
は
、
過
去
に
例

の
な
い
巨
額
な
負
担
増
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、「
国
民
生

活
第
一
」
で
政
権
交
代
す
る

以
前
の
新
自
由
主
義
路
線
に

逆
戻
り
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
消
費
増
税
に
は
、
国
民

の
間
に
広
く
疑
問
が
持
た
れ

て
い
る
な
か
で
、「
法
案
成

立
に
政
治
生
命
を
懸
け
る
」

「
不
退
転
の
決
意
で
」
と
発

言
す
る
野
田
首
相
は
一
体
何

者
か
。
人
格
を
疑
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

私
の
よ
う
な
素
人
に
と
っ

て
、
会
計
学
だ
の
税
制
の
理

論
な
ど
全
く
苦
手
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
読
者
に
対
し

て
、
本
書
の
著
者
で
あ
る
会

計
学
の
権
威
・
醍
醐
聰
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

「
財
源
が
足
り
な
い
と
い
う

が
本
当
か
」「
不
足
を
賄
う

の
に
な
ぜ
最
初
か
ら
増
税
あ

り
き
な
の
か
」「
増
税
の
前
に

他
の
策
は
な
い
の
か
」「
基
幹

税
で
あ
る
所
得
税
は
な
ぜ
考

え
な
い
の
か
」
な
ど
の
疑
問

に
、
丁
寧
に
、厳
密
に
、分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
。
さ
ら

に
具
体
的
に
著
者
自
身
の
財

源
案
を
提
示
す
る
。
ま
ず
は

目
次
を
一
読
し
て
ほ
し
い
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
歯
科
は

消
費
者
で
も
な
い
の
に
、
消

費
税
を
負
担
さ
せ
ら
れ
、
損

税
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

庶
民
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
れ

ば
、
た
だ
ち
に
受
診
減
と
な

っ
て
経
営
が
苦
し
く
な
る
。

こ
れ
は
絶
対
に
容
認
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
今
こ
そ
全

力
を
挙
げ
て
運
動
を
拡
大

し
、
参
院
で
の
即
時
廃
案
、

衆
院
解
散
、
総
選
挙
を
求
め

る
べ
き
時
で
あ
る
。
ぜ
ひ
本

書
を
読
み
、
消
費
税
増
税
の

不
当
性
と
、
新
た
な
財
源
確

保
の
道
に
目
を
向
け
て
ほ
し

い
。

�

（
茨
木
市
・
永
田
悦
夫
）

　

患
者
に
拒
否
さ
れ
た
か
わ

い
そ
う
な
義
歯
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
映
像
の
数
々
―
―
。
堺

・
高
石
・
和
泉
地
区
が
７
月

14
日
、
堺
市
中
区
開
業
の
山

上
博
史
氏
を
講
師
に
、
同
市

内
で
開
い
た
講
演
会
の
プ
ロ

ロ
ー
グ
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ー
シ

―
―
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ

の
風
潮
を
ど
う
見
て
い
る

か
。

　

こ
の
間
、
政
府
は
増
大
す

る
生
活
保
護
費
を
ど
う
切
り

詰
め
て
い
く
か
と
い
う
議
論

を
続
け
て
き
た
。
こ
の
流
れ

の
な
か
で
、「
偏
見
」
と

「
誤
解
」
に
満
ち
た
異
常
と

も
言
え
る
バ
ッ
シ
ン
グ
が
大

々
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

政
府
は
こ
れ
を
契
機
に
、

自
己
責
任
論
に
基
づ
き
、

「
親
兄
弟
で
面
倒
を
見
る
。

で
、
一
部
の
人
し
か
社
会
保

障
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
仕

組
み
に
改
変
し
よ
う
と
し
て

難
し
け
れ
ば

地
域
で
世
話

す
る
。
そ
れ

で
も
ダ
メ
な

ら
公
助
」
と

い
っ
た
形

る
。
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば

良
い
か
。

　

厚
労
省
の
調
査
で
は
、

「
不
正
受
給
」
の
件
数
は
全

体
の
１
・
80
％
で
、
金
額
は

０
・
38
％
（
共
に
２
０
１
０

年
度
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

な
か
に
は
、
高
校
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
の
申
告
漏
れ
も

含
ま
れ
て
い
る
。
き
ち
ん
と

制
度
を
説
明
し
て
申
告
さ
せ

れ
ば
各
種
控
除
で
収
入
認
定

さ
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ

り
、
不
正
と
は
言
え
な
い
。

ご
く
一
部
の
悪
質
な
ケ
ー
ス

を
取
り
上
げ
、
あ
た
か
も

「
不
正
」
が
横
行
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
報
道
は
実
態
と

い
る
。
生
存
権
を
定
め
た
憲

法
25
条
の
理
念
を
歪
め
る
考

え
方
が
露
骨
に
表
れ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

―
―
「
不
正
受
給
」
問
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

異
な
る
。

　

生
活
保
護
受
給
者
は
、
高

齢
者
・
母
子
家
庭
・
障
害
者

・
傷
病
者
世
帯
で
83
％
を
占

め
る
。
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
世
帯
は
17
％
で
、
こ
の

う
ち
過
半
数
は
50
歳
以
上

か
。

　

生
活
保
護
法
で
は
資
産
や

稼
働
能
力
の
有
無
を
受
給
要

件
に
し
て
い
る
が
、
家
族
の

扶
養
は
要
件
で
は
な
い
。
扶

養
義
務
は
民
法
上
の
規
定
で

あ
っ
て
、
老
親
へ
の
扶
養
は

「
生
活
に
余
裕
が
あ
れ
ば
扶

養
す
る
」
と
い
っ
た
程
度

だ
。
収
入
が
１
千
万
円
あ
っ

た
と
し
て
も
、
借
金
が
多
け

れ
ば
扶
養
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
。

　

タ
レ
ン
ト
の
ケ
ー
ス
で

は
、
福
祉
事
務
所
と
話
し
合

い
、
合
意
の
上
で
扶
養
額
を

決
め
、
仕
送
り
し
て
い
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
厚
労
省

も
「
不
正
受
給
で
は
な
い
」

と
認
め
て
い
る
。
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だ
。
圧
倒
的
多
数
は
就
業
す

る
こ
と
さ
え
困
難
な
人
た
ち

で
あ
り
、
事
実
を
き
ち
ん
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―
―
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
ケ

ー
ス
で
は
扶
養
義
務
が
問
題

に
な
っ
た
が
、
ど
う
考
え
る

ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
基
礎
ｐ

ａ
ｒ
ｔ
２
～
維
持
装
置
か
ら

連
結
子
ま
で
～
遊
離
端
症
例

を
用
い
て
」。
当
院
の
義
歯

が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
、

と
笑
え
な
い
緊
張
の
瞬
間
だ

っ
た
。
参
加
し
た
40
人
中

で
、
同
じ
思
い
の
方
も
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
イ

知
ら
さ
れ
た
講
演
だ
っ
た
。

　

部
分
床
義
歯
の
中
で
も
さ

ら
に
困
難
な
遊
離
端
の
設
計

の
原
則
は
、
①
レ
ス
ト
②
維

持
力
の
な
い
間
接
維
持
装
置

③
直
接
維
持
装
置
④
維
持
力

の
あ
る
間
接
維
持
装
置
⑤
大

連
結
子
⑥
小
連
結
子
―
―
に

配
慮
す
る
と
の
結
論
で
、
特

に
バ
ー
は
正
中
直
交
、
左
右

均
等
の
原
則
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
と
強
調
さ
れ
た
。
山
上

氏
の
英
知
を
惜
し
み
な
く
伝

授
さ
れ
、
ま
さ
に
い
い
と
こ

取
り
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

明
日
か
ら
の
義
歯
製
作
に

　保団連は、TPP参加による医療への
影響を分かりやすく解説したパンフレ
ットを発行した。TPPが日本の公的医
療保険制度を壊す危険な仕組みを図表
やイラスト入りで説明している。協会
は、今号に同封し、会員に届ける。
　パンフはＡ４判17㌻。

る
口
腔
ケ
ア
お
よ
び
摂
食
嚥

下
障
害
の
対
応
の
実
際
と
課

題
」
と
題
し
、
河
合
利
彦
氏

（
市
立
芦
屋
病
院
嘱
託
医
）

を
講
師
に
高
槻
市
内
で
講
習

会
を
開
い
た
。
35
人
が
参
加

し
た
。

　

河
合
氏
は
、
最
近
の
死
亡

原
因
に
肺
炎
が
急
速
に
増
え

て
、
三
大
疾
患
に
迫
っ
て
い

る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
口

腔
内
は
細
菌
が
非
常
に
多

く
、
寝
た
き
り
の
患
者
は
、

清
掃
状
態
も
す
こ
ぶ
る
悪
い

た
め
、
不
適
切
な
口
腔
ケ
ア

を
す
る
こ
と
が
誤
嚥
性
肺
炎

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な

る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
正

常
人
と
違
っ
て
、
気
管
に
入

っ
た
場
合
の
喀
出
が
非
常
に

弱
く
、
誤
嚥
を
見
落
と
し
て

し
ま
う
可
能
性
も
多
い
と
注

意
を
促
し
、
介
護
関
係
者
を

は
じ
め
と
す
る
い
ろ
ん
な
人

と
の
連
携
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。

　

医
科
・
看
護
師
と
の
会
議

に
参
加
し
て
も
、
少
な
く
な

い
歯
科
医
師
は
医
学
的
知
識

が
不
十
分
で
議
論
に
つ
い
て

　

三
島
地
区
は
７
月
14
日
、

「
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
に
対
す

は
、
惰
性
的
な
こ
と
は
葬

り
、
少
し
考
え
工
夫
し
よ
う

と
い
う
意
欲
と
、
使
っ
て
も

ら
え
る
義
歯
が
作
れ
る
ん
だ

と
い
う
勇
気
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
山
上
先
生
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
。

�

（
堺
市
・
江
原
豊
）

い
け
な
い
問
題
が
あ
る
と
述

べ
、
歯
科
医
師
が
医
科
の
知

識
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
た
。

　

今
回
は
ハ
イ
リ
ス
ク
患
者

の
口
腔
ケ
ア
と
い
う
こ
と

で
、
日
頃
、
介
護
で
口
腔
ケ

ア
に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の

衛
生
士
の
参
加
が
あ
っ
た
。

た
だ
、
内
容
は
歯
科
医
師
と

し
て
は
、
日
頃
扱
っ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
の
か
、
私
に

は
聞
き
な
れ
な
い
事
柄
が
多

い
だ
け
で
な
く
、
高
度
な
内

容
で
あ
っ
た
。

　

私
は
ハ
イ
リ
ス
ク
な
患
者

さ
ん
は
診
な
い
か
ら
大
丈
夫

と
言
い
た
い
が
、
万
が
一
で

も
、
患
者
さ
ん
が
急
変
し
た

場
合
、
そ
の
場
に
い
る
の
は

歯
科
医
師
本
人
だ
け
の
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
必
要

な
緊
急
対
応
が
取
れ
る
か
と

い
う
と
、
不
安
で
あ
る
。
ハ

イ
リ
ス
ク
な
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
で
重
大
事
故
を
避
け
る

た
め
の
一
つ
の
方
向
性
を
学

べ
た
。

�

（
高
槻
市
・
谷
聰
）

ン
プ
ラ
ン
ト
が

開
発
さ
れ
た
の

も
、
入
れ
歯
が

ダ
メ
だ
か
ら
で

は
な
い
か
」

「
結
果
の
見
え

て
い
る
入
れ
歯

な
ん
か
作
り
た

く
な
い
」
―
―

そ
ん
な
自
分
の

愚
か
さ
を
思
い

堺 ・ 高 石
・和泉地区

Ｔ
Ｐ
Ｐ
パ
ン
フ
を
発
行

三島地区

遊
離
端
義
歯
の
設
計
を
解
説

医
科
の
知
識
高
め
連
携
を

バ
ー
は
正
中
直
交
、左
右
均
等
に

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
の
対
応
学
ぶ

今号に同封

いま、最も必要な本

四六判、272㌻。 　
定価1890円（税込）

遊離端義歯の設計について述べる
山上博史氏＝７月14日、堺市内　

ハイリスク患者への対応
法を解説する河合利彦氏
＝７月14日、高槻市内　

醍醐聰著『消費増税の大罪』（柏書房）

焦
点松

岡
恒
雄
会
長
に
聞
く
①

全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会

　

人
気
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
母
親
の
生
活
保
護
受
給
を
め
ぐ

る
報
道
を
き
っ
か
け
に
、
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
が
続
い
て

い
る
。
一
方
的
な
議
論
は
、
必
要
な
支
援
を
狭
め
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
。
長
年
、
住
民
の
生
活
相
談
に
携
わ
っ
て
き
た

全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
会
長
の
松
岡
恒
雄
氏

に
聞
い
た
。�

（
聞
き
手
　
新
聞
部
・
辻
本
勝
）
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